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子どもが学校に行けなくなった…  

大丈夫。「多様な学び場」が広がっています 
 子どもの数は減っているのに、年々増加する不登校の児童・生

徒数。コロナ禍は増加に拍車をかけ、2022年度の小・中学校の不

登校児童・生徒数は全国で 24万人を越えました。不登校は本人や

家庭に問題のある子どもに起こる問題行動ではなく、大勢の子ど

もが登校できなくなってしまう公教育の現状と、学校以外に学ぶ

場の選択肢が少ない現状が改善されるべきではないでしょうか。 

2017年に施行された「教育機会確保法」は、不登校の当事者・

親の声をもとに生まれた、一人ひとりに合った学びの場を保障す

るための法律です。辛いと感じている子どもの休息の必要性、学

校以外の学びの場の大切さ、学校復帰ではなく社会的自立を目指

すこと、行政と民間のフリースクールなどとの連携および、学校

や行政による子どもや親への情報提供の必要性などが定められま

した。 

栃木県では、民間のフリースク

ールや親の会などの関係者有志が

集まり、クラウドファンディング

で資金を集め、栃木県教育委員会

の協力を得て「とちぎ多様な学び

場居場所MAP」を作成しました。

県内の「親の会」「フリースクール」

「居場所（プレーパーク・フリース

ペース）」「自主夜間中学・学び場」、

そして「教育センター」などの行政

機関や相談先が紹介されていま 

す。今年の春、県内全ての小中学校に 20部ずつ届けられた他、手

作業で公共施設等に少しずつ配布されています。「一人でも多く

の、必要とするお子さん、親御さんに届いてほしい」と、作成や配

布に関わった複数の組合員さんのお声を受け、よつ葉だよりでも

紹介することにいたしました。ご希望の方には配送便でお届けい

たします。 

➡P4の「共通申込書」でお申し込みください。 

茨城県でも、不登校に関わる民間団体が連携する「不登校・多

様な学びネットワーク茨城」が、「いばらき不登校・多様な学び育

ち応援サイト」を立ち上げています。保護者の心のよりどころと

なるように、様々な情報とフリースクールなどの居場所、親の会、

相談機関などの他、義務教育の先の高校進学等についての情報や

引きこもりの支援団体の一覧もあります。 

https://ibaraki-futoukou.net/index.html 

群馬県では、県のホームページ内で「すべての子どもたちが学び

続けるために」というページを作り、不登校などの相談機関や県

内のフリースクールなどの一覧を掲載しています。

（https://www.pref.gunma.jp/page/100273.html 群馬県 HP ト

ップページ > 組織からさがす > 教育委員会 > 義務教育課 > 

すべての子どもたちが学び続けるために）  

親の会の紹介はありませんが、こちらについてはインターネット

で 群馬県 不登校 親の会 で検索すると、いくつかの民間団

体や個人がそれぞれに調べてまとめた一覧を見つけることが出来

ます。 

  

子どもは本来、好奇心旺盛です。学校と教科書からだけではな

く、生活の全てから学び、成長しています。すべての子どもたち

が自分を否定することなく、生き生き、のびのびと豊かに学び育

つことが出来る環境が求められています。 

（理事 堀） 

 

発行：学校以外の場を共につくる・とちぎネットワーク 

Tell 028－678－4745 Mail info@tochigi-yso.org 

茨城県 

第2回 不登校・多様な学び つながる〝縁″日 
県南地区・県政地区で開催！ 
 

【県南地区】 
●日 時 10月 21日（土）10：30～16：00 

●場 所 つくば市立桜総合体育館 

●その他の企画 

 ・不登校経験者による座談会 

 ・風見穏香さん（不登校経験者）の歌ライブ 

 ※近くの流星台プレイパークでも企画の一部をやっています。 
 

【県西地区】 
●日 時 11月 12日（日）10：30～16：00 

●場 所 筑西市県西生涯学習センター 

●その他の企画  

 ・「夢みる小学校」上映会＋来場者でお話タイム 

  

〇主 催 不登校・多様な学びネットワーク茨城 

〇メール問合せ tunagaru.ennichi＠gmail.com 

〇ホームページ https://tsunagaruennichi-Ibaraki2023.jimdofree.com 

◆合同相談会◆ 
フリースクール、不登校やひきこもり、発達障害

の親の会、心理士などの専門家による相談ブー

ス、ヨガやドローン操縦などお楽しみブースまで

さまざまな団体が皆様をお待ちしております。 

 

◆子ども企画◆ 
フリースクールなどに通っている子ども達が企

画した楽しい催しをご用意しております。 

会場内のいろいろな場所に子ども達が手掛けた

サプライズを見つけてください。 

この事業は 

県南）つくば市アイラブつくばまちづくり補助事業 

県西）茨城県ボランティア・市民活動推進事業費助成事業

（茨城県社協）により開催します。 

入場無料 

キッチンカーも 

やってきます！ 

 

https://www.pref.gunma.jp/page/100273.html
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オーガニックフードマイスター、調理師 発酵

食品を使ったおやつ“日々のお菓子”製造、

助産院でのごはん作り等でも活動中！   

理事 薄井史子  

よつ葉サークル「なす子育ちの会」代表＞ 

 

NO.1236「今日からできる認知症予防の食事と生活」 

40 才台から予防を考えるとは・・・おどろきでした。 

少し手遅れ！？ いえ 今から心がけていきたいと

思います。ありがとうございました。 

（上三川地区 M・Kさん） 

NO.1287「ヤングケアラー 介護するこどもたち」 

300 ページ近くの『ヤングケアラー』読み終えました。毎日新聞が出していたんですね。

新聞をやめてもう 10 年近くなります。嘘ばかり流してるテレビ、新聞にうんざりして

いました。こうして特筆した文章で知らせてくれて良かったです。 

政治は何の為にあるのか、少子化対策とか何もかもごまかし、何兆円も金をアメリカの

為に使ってないで、子供たちの為に使って欲しいです。それと病人を生み出す、食べ物、

生き方、考えて欲しい！           （益子地区 大和さん） 

NO.1299「食べものから学ぶ世界史 人も自然も 

壊さない経済とは」 

昔ながらの日本食が一番良いのにお金もうけのため

に外国から小麦や砂糖が入り、こわされていったの

は残念。たくさんの人に読んでほしい勉強になる本

です。おそろしい世の中です。私も畑をやって少しで

も自分の口に入るものは自分で作るよう心がけてい

ます。        （壬生地区 Y・A さん） 

NO1293 『ルポ 食が壊れる 私たちは何を食べさせられているのか?』 

日本の食の未来を切り拓け！お馴染みの故・稲葉さんが一番バッターに登

場し、とても嬉しかったです。地産・地消、食糧危機を乗り越える手段を

真っ先にやっているよつ葉を改めて見直しました。そして有難い事だと心

から思いました。組合員として地球に貢献してるー！皆さんも読んでくだ

さい。                   （佐野地区 江口さん） 

 

よつ葉文庫のご案内 
 「よつ葉文庫」は組合員のための図書室です。どんな本があるのか、リストをご希望の方

は、よつ葉生協本部（TEL0120-07-1613）までお電話いただければ配送と一緒にお届

けします。リストは、よつ葉生協 HP でもご覧いただけます（トップページ→「よつ葉文

庫」のアイコンをクリック）。  

借りたい本が見つかったら、注文書のご意見ご要望欄に本のナンバー・題名・貸し出し希

望を記入して、配送員にお渡しください。翌週、配送と一緒に本をお届けするのが基本です

が、貸し出し希望が多い本の場合お待ちいただくこともありますので、ご了解ください。

「よつ葉文庫」の本を読んでの感想も引き続きお待ちしています。スペースの許す限り、

「利用者の声」として紙面でご紹介します。  

 




